
Ⅱ【目標】 

 スポーツ大会を活かした地域振興を着実に推進するため、次の３つの数値目標を設定

目標１ 新たなスポーツ大会の立ち上げ  

【新たなスポーツ大会数】 

＜現状＞(H26 年度)    ２大会立ち上げ      ＜目標＞(H29 年度) 
（未実施）                  ２大会

自転車長距離ツーリングイベント
トレイルランニング 

目標２ スポーツ大会の参加者数の増加  

【スポーツ大会の参加者数】 

＜現状＞(H26 年)      約 10％増加       ＜目標＞(H29 年) 
28 千人                       31 千人 

目標３ スポーツ大会の観客数の増加  

【スポーツ大会の観客数】 

＜現状＞(H26 年)      約５％増加       ＜目標＞(H29 年) 
127 千人                       133 千人

東三河振興ビジョン【主要プロジェクト推進プラン】～スポーツ大会を活かした地域振興～の概要 

Ⅰ【策定方針】 

＜位置付け＞ 県、市町村、各種競技団体、観光関係団体、民間事業者、大学、ＮＰＯ

等が、共通目標のもと、連携・協働して展開する実施計画

＜策定主体＞ 東三河ビジョン協議会（県、東三河の８市町村、経済団体、大学等で構成）

＜計画期間＞ 平成 27 年度から平成 29 年度までの３年間

Ⅲ【３つの方針と７つの主な取組】 

１ 地域連携によるスポーツ大会の新展開 

(1) 新たなスポーツ大会の開催

①新たなスポーツ大会の立ち上げと持続的展開

自転車長距離ツーリングイベント開催に向けた運営体制の検討と実施  

②奥三河地域の地形を活かしたトレイルランニングの開催

奥三河パワートレイルの開催、競技の普及定着と大会の充実方策などの検討 

③地域ブランド強化に向けたスポーツ情報の発信

愛知県東三河広域観光協議会の HP を活用した普及啓発 

(2) 既存の大会をつなぐ連携協力の推進

①シリーズ戦等による大会間の連携強化

シリーズ戦の検討、同種のスポーツ大会での共通ポイント制の検討、HP 等での普及啓発

②「スポーツカレンダー」による情報発信

「スポーツカレンダー」の作成、HPでの大会等の情報のタイムリーな発信、定期的な情報更新

２ 世界・全国レベルのスポーツ大会の招致 

(1) 2020 年東京オリンピック・パラリンピックの合宿誘致

①既存の施設や地域資源を活用した合宿の誘致活動

豊橋総合スポーツ公園・豊田自動織機 海陽ヨットハーバーの活用、トライアスロンの事前合宿の誘致活動、

宿泊施設の提携等に関する観光関係団体との連携や、広域的なインフラ活用方策の検討 

②その他候補地の検討と連携強化

東三河地域内における合宿候補地や広域連携による誘致活動の検討 

(2) 世界・全国レベルの大会の招致

①FIFA フットサルワールドカップ 2020 や関連大会の招致に向けた開催候補地の検討

会場施設調査や開催候補地の検討、交通アクセスや宿泊施設等の調整 

②各種競技団体、地元受入れ団体の連携強化

各種競技団体、地元受入れ団体の連携方策の検討、世界・全国レベルの大会招致の検討 

Ⅴ【平成 26 年度 スポーツイベント広域展開検討事業】

広域的なスポーツイベントの新たな展開とあわせた、東三河の魅力を感じることができる仕掛けづくり等を企画提案（①東三河ロングライドの企画、②「ほの国スポーツカレンダー」の作成） 

Ⅳ【推進体制等】 

＜推進体制＞ 

○東三河全域の観光振興を推進する官民共同組織である｢愛知県東三河広域観光協議会｣と東三河県庁

の連絡調整を通じて、各主体の連携・協力を深めつつ、各取組間相互の調整を図ることで取組効果

を高めるとともに、実効性を確保 

○３箇年工程表で明記した各主体がそれぞれの取組を着実に推進 

＜推進プランの進捗状況の把握及び見直し＞ 

○関係団体、県、市町村が連携・協力しながら、毎年度、推進プランに基づいて実施する取組の進捗

状況の把握及び評価を実施し、東三河ビジョン協議会へ報告 

○東三河ビジョン協議会において、社会経済環境の変化を踏まえて随時ローリングを行い柔軟に見直し

３ スポーツ大会による地域振興 

(1) 観光との連携

①参加者や観戦者への地域 PR の強化

大会会場における物産フェアや、観光フェアの充実・拡大 

観光拠点の会場活用や観光スポットを巡るコースの設定の支援 

②スポーツツーリズムやヘルスツーリズムの普及促進

スポーツツーリズムやヘルスツーリズムのツアー造成の検討、HP 等による普及啓発 

③新たなスポーツ大会をモデルとした評価・検証 

観光連携事業のモデル立案、実証実施、改善策の検討、経済波及効果の評価・検証

(2) 多様な主体との連携 

①各種競技団体・指導者等との連携

大会等を通じたスポーツの普及拡大や、スポーツを通じた地域振興方策の検討 

②スポーツ大会運営ボランティアの育成

各大会の連携による運営ボランティアの育成方策の検討 

(3) 各種大会の充実・普及 

①各種大会の競技力・魅力の向上

有力選手の招へい等による競技レベルの向上、大会 PR の強化や種目の多様化等による参加者拡大

②選手・チームの育成強化の支援

ジュニア選手の発掘・育成・強化の支援、トップアスリート・チームと連携した育成支援

スポーツ


